










■作業手順書（事故対策本部検証）（１）
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1.安全ミーティング

　　高所作業車運転技能講習修了者

　　小型移動式クレーン運転技能講習修了者

　　玉掛技能講習修了者

・関連工事との工程及び打ち合わせ 　隣接物の確認

・周囲の状況調査の確認

・資格証の確認 ・資格証の携帯

・作業分担を決め、作業方法、手順を ・合図者の選定及び合図方法の確認

　全員で確認する ・架空線や標識等、作業車の旋回範囲にある

・作業内容と安全作業指示

・各自、作業前に正しい服装、保護具の ・あご紐のゆるみ

　着用を点検する ・安全帯の装着

フローチャート 急　所　・　要　点 注　　意　　事　　項

・新規入場者のチェックをする ・氏名・年齢・住所・既往症

・ＫＹ活動 ・健康状態の確認

使用工具
バール･充電ｲﾝﾊﾟｸﾄ
・ｱﾄﾗｴｰｽ(磁力式穴あけ機)

保 護 具 保護帽・保護手袋・安全靴・安全帯

資格免許 小型移動式ｸﾚｰﾝ運転・玉掛

遮音壁本体工（吸音板撤去）作業手順書

作業内容 吸音板(透光板)撤去作業

作業の概要 吸音板（透光板）を撤去、落下防止ワイヤー固定用の穴をあける

使用材料 使用機械 小型移動式クレーン付トラック

作業前ミーティング

保護具の点検

図面・仕様の確認

有資格者の確認

使用機械・工具の

保安設備の設置

作業車の乗り入れ

作業区域の確認





■今回の事故による改善策について【安全設備の改善】【危険作業の回避】（案）
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【安全設備の改善】
■今回の事象は、狭小な路肩部で遮音壁とＧｒが近接しており安全帯の設置をＧｒ支柱、ブラケットに着
けて行うこととしていたが、作業内容から幾度となく取り外しまた装着する行為が考えられ、実際に
その手順を逸脱した行為で今回の事故に遭遇した。

■対策として「親綱方式によることが確実に安全を確保」できるとの見解にいたり、今後は、Ｇｒ支柱等
を利用した「親綱方式」を採用し改善対策とする。

■「親綱方式」の治具取り付け方法、治具については、検討を要するが、別図のとおり設置することで対
応が図られる。

【危険作業の回避】
■構造上の危険作業の回避として、今回の遮音板落下防止ワイヤー取付方法の改善を今後NEXCOと調
整を図る。
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人員配置図

■現場検証報告
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※赤字はメンテ確認後ＨＳＣで追記
警察質疑 回答

工事概要 実物を見ながら説明

橋梁点検車はなぜ使用できなかったのか 午前中実際使用して見たが安全装置が作動し使用で
きなかった（車両サイズが少し大きかった）

親綱をなぜ持って来ていなかったのか 橋梁点検車を使用予定のため（作業手順書ではＧｒに
安全帯を固定となっている）

橋梁点検車を使用して作業した実績は 路肩規制作業で別会社（遮音壁工事）が使用していた

遮音壁の構造 実物を見ながら説明

落下した箇所は 現地確認

作業工程 当日の工程・作業量

H鋼天頂部への安全帯フックかけ方 実物を見ながら説明

安全帯について普段の使用状況 見ている範囲では使用していた

各個人の生年月日・氏名・事故発生時の配置場所 各個人回答

なぜ落ちたのか ドリルが引っかかって落ちたと思う（配置図②の作業員
…被災者直近の作業員）

人間関係 各個人が回答

疲れていなかったか 疲れていなかった

■現場検証ヒアリング概要（１）
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■現場検証ヒアリング概要（２）

労基質疑 回答

工事概要 実物を見ながら説明

橋梁点検車はなぜ使用できなかったのか 午前中実際使用して見たが安全装置が作動し使用で
きなかった（車両サイズが少し大きかった）

親綱をなぜ持って来ていなかったのか 橋梁点検車を使用予定のため（現地では
Ｇｒに安全帯を固定していた）

橋梁点検車を使用して作業した実績は 路肩規制作業で別会社（遮音壁工事）が使用していた

遮音壁の構造 実物を見ながら説明

下場から高所作業車で設置出来なかったか 規制により孔穴け及び補助は可能

安全帯の取り付け場所 ガードレール支柱に取り付けていた

親綱に安全帯を掛けるのは親綱１本に対して１までにしなさいと指
示があり ※安全帯・親綱の設置もそうだが、落下させない対策が
必要

その場で作業員に指示
※部分は今後の対応策に検討する

ﾕﾆｯｸ操作があるが、資格を持っているのか 有資格者が数人います。小ｸﾚｰﾝ・玉掛け

役職は 現場監督補助者(○○）

落下防止ﾜｲﾔｰの構造 現物を見て説明

当日のﾀｲﾑｽｹｼﾞｭｰﾙ 8:30集合・朝礼（KY)9:30～作業

○○さんの当日の健康状態は いつも通り、周りの人よりも動いていた

※赤字はメンテ確認後ＨＳＣで追記
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■現場検証ヒアリング概要（３）

労基質疑 回答

午前中はどこまでやっていたか パネル撤去5～6スパン設置が2～3スパン

各個人の生年月日・氏名・事故発生時の配置場所 各個人回答

○○の職長は 私です（○○）

○○組の職長は ○○さんだと思う

高所作業はあまりしないのか しない（配置図③の作業員への質問）

※赤字はメンテ確認後ＨＳＣで追記

＜現場検証後、追加提出要請資料＞

・各会社事務所の労働者数（会社概要）

    ・○○さんの経験年数・勤続年数・生年月日

    ・遮音壁の構造図

    ・メンテ維持修繕の契約書（請負金額含む）

    ・ﾈｸｽｺからの指図書

    ・ﾈｸｽｺ指図から現場開始までの流れ
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